
お客様感謝の会 ’2013

主催 株式会社富士通四国インフォテック
協賛 富士通株式会社 ，株式会社富士通マーケティング

～ひとと、思いと、明日をむすぶ。～

拝啓 貴社益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素より格別のご愛顧を賜りまして、厚く御礼申し上げます。
お客様への日頃の感謝と、お客様皆様方とのリレーションを築くことを目的に始めさせていただき
ました 『お客様感謝の会』 を、本年も開催する運びとなりました。
ご多用とは存じますが、是非ともご参加賜りますよう、宜しくお願いいたします。 敬具

お客様感謝の会 ’2013   アジェンダ

日 時：２０１３年１１月１９日（火） １４時～
場 所：アルファあなぶきホール（香川県県民ホール）

５階 多目的大会議室（玉藻の間）

基調講演： 危機と成長～どん底から始まった改革～
マイナス１の１億倍が黒字を生む

講 師：都築 幹彦（元・ヤマト運輸㈱代表取締役社長）
時 間：１４：１５～１５：４５

セミナー： 日本再生のシナリオ
～ＩＣＴと多様性で価値創造経済へ～

講 師：伊東 千秋（富士通総研相談役 富士通株式会社特命顧問）
時 間：１５：５０～１６：５０

プログラム

時 間 内 容

14:00～14:15
◆ご挨拶 塩澤 清和

（株式会社富士通四国インフォテック代表取締役社長）

14:15～15:45
◆基調講演 危機と成長～どん底から始まった改革～

マイナス１の１億倍が黒字を生む

15:50～16:50
◆セミナー 日本再生のシナリオ

～ＩＣＴと多様性で価値創造経済へ～

17:00～19:00 ◆懇親会 会場（玉藻の間）



お申込書
株式会社富士通四国インフォテック

お客様感謝の会事務局 行

ＦＡＸ：087-887-8249

お申込締切 ２０１３年１１月８日（金）

懇親会
出欠

日 時 ： 平成25年１1月１9日（火）

14:00～（13:30～ 受付開始）

場 所 ： アルファあなぶきホール（香川県県民ホール）

５階 多目的大会議室（玉藻の間）

香川県高松市玉藻町9-10 

http://www.kenminhall.com/index.html

主 催 ： 株式会社富士通四国インフォテック

協 賛 ： 富士通株式会社 四国支社

株式会社富士通マーケティング

お問合せ先 ：

株式会社富士通四国インフォテック

『お客様感謝の会』事務局 植松、小川

TEL：087-887-8231 FAX：087-887-8249

E-Mail：fsit-kansya@cs.jp.fujitsu.com

恐れ入りますが、１１月８日までに申込書にて出欠をお知らせください。

JR高松駅より東へ500m 

【 会場ご案内図 】

ご出席／ご欠席どちらかにチェックをお願いいたします。

お客様の個人情報の利用目的

ご記入いただいたお客様の個人情報は、お客様感謝の会開催、運営目的でご利用させていただきます。
お客様がご記入いただいた情報は株式会社富士通四国インフォテックの「個人情報保護ポリシー」に基づき、適切に管理いたします。
また、お客様がご記入いただいた情報の開示、訂正、追加、削除につきましては、上記お問合せ先までご連絡ください。

□ ご出席

TEL                                               FAX

貴社名

ご芳名
（ふ り が な） e-mailｱﾄﾞﾚｽご所属／ご役職

□ ご欠席

懇親会
出・欠



基調講演

セミナー

伊東 千秋（いとう ちあき）

株式会社富士通総研 相談役、富士通株式会社 特命顧問

1947年生まれ、
1970年 東京大学工学部電子工学科卒業、富士通株式会社入社、
1998年 FUJITSU PC CORPORATION (USA) Chairman & CEO、

富士通株式会社パーソナルビジネス本部長などを経て、
2001年～常務理事、執行役、経営執行役常務、取締役専務、
2006年 代表取締役副社長、2008年 取締役副会長、
2010年 株式会社富士通総研 代表取締役会長 、
2012年より現職

都築 幹彦（つづき みきひこ）

1929年生まれ、
1950年 慶應義塾大学経済学部卒業、ヤマト運輸株式会社入社、
1973年 取締役、
1974年 常務取締役関東支社長、

営業開発本部長、営業本部長、代表取締役専務を経て、
1987年 代表取締役社長（第３代）
1991年 代表取締役会長、取締役相談役を経て、
1995年 退任、その間、東京路線トラック協会会長などを歴任 、

退任後2008年度までヤマト運輸社友会会長

2代目小倉社長の右腕として1976年に、反対する取締役会や労働組合を説得し、当時の業界常識を破った
国内初の「クロネコヤマトの宅急便」を開始した。厚い壁であった許認可問題等で、運輸省・郵政省・警察庁と
折衝しながら、規制とたたかい、15年かかって遂に47都道府県の免許を取得することによって全国翌日配達の
ネットワークシステムの基を作り上げた。

平成２年に大ヒットしたアニメ映画「魔女の宅急便」の製作も手がけた。
趣味はマジックで、東京アマチュア・マジシャンズクラブの第17代会長。榎本健一の甥。

【講師プロフィール】


